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各教科の単元の始まりに本単元を学ぶ意味
や価値、実生活にどう生かすことができる
かなどをきちんと生徒が考える問いと時間

を確保する。

思考・判断・表現

学習内容について多面的・多角的に捉えるため
に、各教科の見方・考え方が働く問いの工夫を行
う。単元の中に適切な量と順序で生徒が思考でき
る時間を確保するためにカリキュラム・マネジメン

トを行う。

<学習上の課題>物事を批判的に考えることが
弱い、もしくは発想がない。自分の考えを主張す
る、発信することに課題がある。
<指導上の課題>生徒が深く思考するために十
分な時間の確保が必要だが、学習内容が多く、
じっくりと考える時間が確保しづらくなってい
る。

知識・技能

<学習上の課題>基礎学力は全国平均・市平均よ
りも高いが、学んだ知識を実生活に生かす意識
が低く、行動も少ない傾向が強い。
<指導上の課題>各教科で学ぶ内容が実生活に
どう生かせるか、応用できるかといった問い（発
問）が授業設計されていることが少ない。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

知識・技能

思考・判断・表現

変更なし

変更なし

③
評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況 授業改善策【評価方法】

知識・技能

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤

思考・判断・表現

② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

知識そのものを習得する以上に、習得した知識や技能を活用することを通して、思考力・判断力・表現力を
育てる授業の工夫が必要である。各教科の見方・考え方を働かせる問いを設定し、考える必要性がある学
習課題を設定することも同時に必要である。また、資料等を読み取り、そこから自分の意見や考えを記述す
る、表現するためには、授業内に考える時間を確保しなければならない。そのためには、内容を精選し、カリ
キュラム・マネジメントをすることが重要だと考えている。

知識・技能

本校だけでなく、発達段階や理解するのが難しい概念的な理解を含む授業内容に関しては、全国学力・学習
状況調査やさいたま市学習状況調査などの合計の平均点が全国・市平均を超えていることに惑わされず、
視覚的や体験的な活動を通じて、工夫して理解できるように授業の工夫をすることが大切であると考え
る。また、統計的に生徒が理解するのに困難さを抱える分野や単元については、放課後の補修や授業内で
重点的にフォローアップするなどの仕組みを構築し、学び直す場を設定していくことが重要だと考える。

⑥

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


